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2. 本年度 WG 会合開催実績 
（１）第１回：平成１９年９月８日、
９日 
（２）第２回：平成２０年１月１７日、
18 日 
なお、生理学研究所内での会合は頻繁
に行ってきた。 
3. 活動目的 
非侵襲的にヒト脳機能を計測する手
法の中で、脳波（EEG）と脳磁図（MEG）
は時間分解能にすぐれ、機能的磁気共
鳴画像（fMRI）は空間分解能がすぐれ
ている。生理学研究所は本分野におけ
る日本のパイオニア的存在として広
く認められている。各手法を用いて多
様な条件下におけるヒト脳機能変化
の解明を行なう事が本研究の目的で
ある。無重力空間や宇宙船内において
起こりうる様々な状況における脳反
応の基礎的データを解析していく。地
上では主として MEG と fMRI を用いた
詳細な研究を、宇宙においては最新型
の長時間使用可能な携帯型脳波計を
用いて研究を行なう予定である。 
 

4. 活動内容 
主たる研究内容は、（１）模擬（仮

想）宇宙空間における脳機能の解明、

（２）宇宙空間における長時間脳波、

脳磁図測定による脳反応の変容の解

明、（３）各種感覚刺激（視覚、聴覚、

体性感覚等）に対する情報処理過程の

研究、の３つである。（３）について

は１６－１８年度に多様なテーマに

関して研究を行い、３年間に約５０編

の英文原著論文を発表した。今後はさ

らに研究を広くかつ多様に展開して

いく予定である。ここでは（１）と（２）

について、少し詳細に記載する。 

（１）模擬（仮想）宇宙空間における

脳機能の解明 

 日本宇宙フォーラムおよび JAXA の

御協力を得て、実際の宇宙船内を基に

して仮想空間画像を作成し、左右方向

運動や回転運動を自由に操作できる

ようにした。被験者は操縦機を使って、

船内の物質を壁の戸棚から取り出し、

対面の壁の戸棚に入れる作業を行う。

また、宇宙船内であることをより強く

認識させるため、事前に船内が上下左

右あるいは回転運動するように設定

した。これが加わることにより被験者

は無重力の仮想体験を味わうことが

でき、その後に上記のタスクを与える

ことにより、より鮮明に宇宙船内での

活動を仮想体験することができる。検

査は MEG と fMRI を用いて行う予定で

あるが、実験室には金属類や磁気を帯

びたものは持ち込めず、また細かい操

作を必要とするため、操縦機の製作に



苦労しているのが現状であるが、よう

やく完成に近づきつつある。この実験

は、宇宙空間における作業時の脳活動

を調べるために非常に有益であると

確信している。実際の画像は当然操縦

機を使って自由に動かせる。 

 

（２）宇宙空間における長時間脳波、

脳磁図測定による脳反応の変容の解

明 

 「宇宙環境での覚醒時あるいは睡眠
時の脳活動は地上とは異なる」という
仮説をかかげて、そのための基礎実験
として地上実験を行なっていきたい。
視覚、聴覚、体性感覚刺激時の脳活動

を詳細に解析していく。また長時間脳
波モニターをおこない、日内リズム、
睡眠・覚醒リズムを明らかにしてい
く。もしこの仮説が正しいとすれば、
宇宙環境でのヒトの活動を再考慮す
る必要があるかもしれない。新しく開
発した携帯用の脳波計を用いて、背景
脳波の詳細な解析と周波数分析（シー
ター波、アルファ波、ベーター波の変
化）をおこなっていく。 
 
今後の研究目標 
宇宙環境での長期間にわたる滞在

において、脳機能の異変は大きな問題

となりうる。地上実験による認知機構

の詳細な解明は、そのための貴重かつ

重要な第１歩である。我々の研究が、

宇宙環境という、いわば最も精神的負

荷のかかりやすい状況での様々な症

状出現の予防や治療に貢献したいと

念じている。 
 他項でも述べているように、現在の
技術レベルにおいても、記録された
EEG を宇宙環境（例えば宇宙ステーシ
ョンの中）で記録解析する事は十分に
可能であるが、リアルタイムに地球上
の基地に情報を送る事ができれば、よ
り詳細な解析が可能である。技術的に 
は十分に可能だと思われるので、この
面での技術革新に別枠予算をつけて
いただければ幸いである。将来的には、
宇宙ステーション滞在者全員の脳活
動状態をリアルタイムに地球上で持
続して把握する事が可能となると考
えられる。 
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日本学術振興会科学研究費基盤研究
(A)  「痛覚認知機構の基礎的研究に
基づいた疼痛治療の臨床応用」、平成
18－21 年度、総計 44,900 千円 
 
文部科学省科学研究費 特定領域研
究 「多様な非侵襲的手法を用いたヒ
トの痛覚認知機構の解明」、平成 18－
19 年度、 総計 5,900 千円 
 
厚生労働省科学研究費補助金 「基礎
研究と臨床研究の融合による、神経疾
患によってひきおこされる疼痛に対
する新しい治療法の開発に関する研
究」、平成 18－20 年度、総計 30,000
千円 
 
環境省研究補助金 「神経症状・感覚
器障害に関する研究」、平成 19－21 年
度、総計 15,000 千円 
 
日本学術振興会・学術動向等の調査
研究 「医歯薬学、特に神経科学分野
に関する学術動向の調査研究」、平成
19－21年度、総計10,500千円  
 
喫煙科学研究財団研究助成金、「脳波
・脳磁図、経頭蓋磁気刺激、機能的MRI
を用いた、喫煙が脳内痛覚認知に与え
る影響に関する研究」、平成18－20年
度、総計6,000千円 
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